
1931 15 May 

昭和 6年（1931年）5月 15日  （報道）「南アルプスで写生中 足立画伯の受難」東京朝日新聞 

 

1 

 

〔
報
道
〕 

「
南
ア
ル
プ
ス
で
写
生
中 

足
立
画
伯
の
受
難
」 

 

・『
東
京
朝
日
新
聞
』 

昭
和
六
年
五
月
十
五
日 

  

南
ア
ル
プ
ス
で
写
生
中 

足
立
画
伯
の
受
難 

大
吹
雪
の
中
を
難
行
、
十
三
日
下
山 

  

 

 

 

〔
飯
田
電
話
〕 

南
ア
ル
プ
ス
の
写
生
登
山
を
計
画
し
去
る
一
日
甲
州
か
ら
登
山
し
た

洋
画
家
足
立
源
一
郎
氏
は
、
七
日
ま
で
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
た
め
東
岳
、
千
丈
岳
等
の

写
生
を
無
事
済
ま
せ
た
が
、
八
日
以
来
大
吹
雪
に
遭
遇
し
た
た
め
予
定
の
白
根
三
山
、

塩
見
岳
等
は
遂
に
写
生
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
益
々
降
り
し
き
る
降
雪
と
戦
ひ
つ
つ
九

日
、
三
伏
峠
の
登
山
小
屋
ま
で
命
が
け
で
た
ど
り
つ
い
た
が
、
そ
の
時
既
に
小
屋
は
雪

に
埋
も
れ
て
僅
か
に
屋
根
の
一
端
を
現
し
て
居
た
の
で
雪
を
か
き
分
け
漸
く
小
屋
に
入

り
休
息
し
た
が
、
信
州
側
か
ら
の
出
迎
へ
隊
が
矢
張
り
雪
の
た
め
三
伏
峠
へ
到
着
が
遅

れ
た
の
で
、
糧
食
と
燃
料
が
欠
乏
し
寒
気
と
空
腹
と
戦
ひ
つ
つ
十
日
、
十
一
日
を
小
屋

内
で
過
ご
す
内
、
信
州
側
の
救
援
隊
が
到
着
し
た
た
め
十
二
日
雪
の
晴
れ
る
の
を
待
つ

て
下
山
し
、
十
三
日
夕
刻
大
鹿
村
へ
到
着
し
た
。 

『
東
京
朝
日
新
聞
』 

昭
和
六
年
五
月
十
五
日 

  

足
立 

源
一
郎
（
あ
だ
ち 

げ
ん
い
ち
ろ
う
、
一
八
八
九―

一
九
七
三
） 

洋
画
家
、
作
家
、
登
山
家
。
山
岳
画
家
と
し
て
国
内
外
に
足
跡
を
残
し
、
《
滝

谷
ド
ー
ム
の
北
壁
》》
北
穂
高
岳
南
峰
》
な
ど
数
々
の
名
作
を
遺
し
た
。 

大
阪
府
大
阪
市
南
船
場
生
ま
れ
。
京
都
市
立
絵
画
工
芸
専
門
学
校
（
現
：
京

都
市
立
芸
術
大
学
）
を
卒
業
後
、
浅
井
忠
に
師
事
す
る
。
パ
リ
へ
の
渡
欧
留
学

を
経
て
画
家
と
し
て
の
基
礎
を
学
ぶ
。
帰
国
後
、
小
杉
未
醒
、
岸
田
劉
生
、
木

村
荘
八
ら
と
春
陽
会
創
立
に
加
わ
る
。
石
井
鶴
三
ら
と
日
本
山
岳
画
協
会
を
設

立
。
ま
た
、
山
本
鼎
の
農
民
美
術
運
動
に
も
参
加
す
る
。
一
年
の
大
半
を
山
岳
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%9C%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BB%E5%B1%B1%E5%AE%B6
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%82%E7%AB%8B%E8%8A%B8%E8%A1%93%E5%A4%A7%E5%AD%A6
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1931 15 May 

昭和 6年（1931年）5月 15日  （報道）「南アルプスで写生中 足立画伯の受難」東京朝日新聞 

 

2 

 

写
生
で
過
ご
し
、
多
数
の
作
品
を
残
し
た
。
画
作
は
現
場
写
生
主
義
通
し
た
。

著
述
に
『
山
に
描
く
』
『
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
』
等
が
あ
り
文
筆
家
と
し
て
も
知

ら
れ
、
近
代
美
術
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
。 

一
九
一
九
年
に
自
身
の
設
計
で
建
築
し
た
奈
良
市
高
畑
町
の
旧
足
立
邸
は

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。 
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BB%E9%8C%B2%E6%9C%89%E5%BD%A2%E6%96%87%E5%8C%96%E8%B2%A1

